
 

 

家畜衛生だより 

◆ 和牛精液等の適正な管理をお願いします！ 

  

 昨年、和牛受精卵が輸出検査を受けずに不正に中国へ持ち出され、中国当

局において輸入不可として取り扱われた事例が確認されました。和牛は、家

畜改良機関や生産者の長年の努力によって改良されて

きた我が国固有の財産であり、これらの国外流出によ

る畜産業への影響は計り知れません。 

 和牛精液等の不正流出を防ぎ、日本の遺伝資源を守

るために、下記をご確認のうえ、精液等の適正な流通

管理を徹底していただくようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☑和牛精液等の利用は自らの雌畜にのみ行っていますか？ 

・家畜人工授精所の開設をしていない畜産経営者は、精液等を保

管することが認められていません。 

※自家利用の場合は例外です。 

 ポイント１ 

 自家利用のための和牛精液等を、他者へ販売・譲渡しないでく

ださい。 

 ポイント２ 

 他者へ譲渡するなどが想定される場合は、家畜人工授精所の開

設許可を申請してください。 

※なお、受精卵の流通管理についても、精液と同等の扱いです。 

 

 

 

 

 

 

和牛精液等の管理における注意点（畜産経営者向け） 
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◆ 自給飼料分析の受け付け中です !!  

 牛の健康を維持し、良質な生乳や肉を生産するため

に、自給飼料の品質や成分を知ることは大変重要で

す。 

 今年度も６月から6回、自給飼料の分析を受け付けています。 

■対象飼料：県内の乳用牛・肉用牛飼養農家または粗飼料コントラクターが 

      生産した自給粗飼料 

 

■分析･評価項目及び分析機関 

 ・農業技術研究センター：成分分析（乾物率、CP、EE、CA、TDN、NDF、ADF） 

 ・中央家畜保健衛生所：硝酸態窒素濃度 

 

■申込先：管轄する農林振興センター 

お住まいの市町村 申 込 先 

川越市、所沢市、飯能市、狭山市、入間市、 

富士見市、坂戸市、鶴ヶ島市、日高市、ふじみ野市、

三芳町、毛呂山町、越生町 

川越農林振興センター 

 農業支援部（畜産担当） 

 049-242-1804 

東松山市、滑川町、嵐山町、小川町、川島町、 

吉見町、鳩山町、ときがわ町 

東松山農林振興センター 

 農業支援部（畜産担当） 

 0493-23-8582 

 

■分析機関のサンプル受付日：次表のとおり 

実施月 日 月 火 水 木 金 土 

６月  ３ ４ ５AM    

７月  １ ２ ３ＡＭ    

９月  ２ ３ ４AM    

11月   ５ ６ ７ＡＭ   

１月   14 15 16ＡＭ   

２月  ３ ４ ５ＡＭ    

 ※ サンプル受取日は、各農林振興センターが別途調整します!! 

 

■分析結果の通知：収集日からおおむね2週間後になります。 

 

 


